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表彰選考委員プロフィール

久米繊維工業株式会社　取締役会長

久米　信行
著書：�「メール道」「ブログ道」「NPOのための IT 活用講座効果が上が

る情報発信術」「すぐやる人だけがチャンスを手に入れる」ほか

委　員

脚本家

内館　牧子
東京都教育委員会　教育委員ほか
脚本：�「ひらり」「てやんでぇッ！」「私の青空」「毛利元就」「エイジハ

ラスメント」ほか多数
著書：�「終わった人」ほか

委員長

委　員
ノンフィクション作家

吉永　みち子
「羽鳥慎一モーニングショー」コメンテーター
「あさチャン！サタデー」コメンテーター
著書：�「気がつけば騎手の女房」「性同一性障害」「26の生きざま」「老

いの世も目線を変えれば面白い」「試練は女のダイヤモンド」ほ
か多数

委　員 元国税庁長官

大武　健一郎
関西大学客員教授　認定NPO法人ベトナム簿記普及推進協議会理事長
著書：�「平成の税・財政の歩みと21世紀の国家戦略」「税財政の本道一

国のかたちをみすえて」ほか多数
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式典次第

第一部　表彰式

　10：30…開　式

　　　　　・会長挨拶

　　　　　・表彰選考委員長挨拶

　　　　　・表彰状並びに副賞の贈呈

　　　　　・受賞者代表挨拶

　12：30…閉　会

第二部　祝賀会

　12：40…開　宴

　　　　　・来賓祝辞　乾杯のご発声

　13：30…閉　会

� （平成28年11月28日　於帝国ホテル東京）
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会長挨拶

皆様、本日はお忙しい中、第47回社会貢献者表彰式典にご
出席賜り、誠にありがとうございます。
社会貢献支援財団の会長を務めさせていただいておりま
す、安倍昭恵でございます。
本日は、三笠宮崇

たか

仁
ひと

親王殿下が、10月27日に薨
こう

去
きょ

されまし
たところから、瑶子女王殿下のご臨席が叶いません。ご出席
いただいております皆様とともに、心からご冥福をお祈り申
し上げたいと思います。
さて、本日、ここに600名を超える皆さまにご出席いただき表彰式典を開催できま
すことを大変嬉しく、感謝を申し上げます。
式典の開催にあたり、候補者の方々を推薦いただきました皆様、毎回ご支援を賜っ
ております日本財団はじめ、関係各位に心からお礼申し上げます。
今回の表彰は、国内において困難な状況の中で、社会や人々のために尽くされてい
る方、海や山、川などの自然環境や絶滅危惧種などの希少動物の保護に尽くされてい
る方など51件の社会貢献活動の表彰をさせていただきます。
私も、過去に受賞された皆様や、今回表彰された方の活動の現場にお邪魔し、長い
時をかけ積み重ねられている活動に敬意と感動をもって拝見させていただいておりま
すが、世の中には様々な場面で助けを必要とする人がいて、そこに手を差し伸べる皆
さまがいることで社会が成り立っているのを実感いたします。本日の式典が、出席者
の皆さまはじめ、多くの人々の善意や勇気への働きかけとなり、少しでも明るく住よ
い社会になっていくことを心から願っております。
皆様方の一層のご活躍とご健勝を祈念致しまして、簡単ではございますが、挨拶と
させていただきます。

� 公益財団法人　社会貢献支援財団
� 会　長 　安　倍　昭　恵
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表彰選考委員長挨拶

ただいまご紹介に預かりました内館牧子でございます。
まず真っ先に皆様方に「ありがとうございます」とご挨拶
したいと思います。本来は「おめでとうございます」なので
すが、皆々様のこのご活動は、皆様ご本人の意志と、それか
ら周囲の方々、そしてご家族の支えが無くてはとてもやって
いけないものだろうと思います。ですから、まず、ご活動に
かかわったすべての方々に本当にありがとうございますと申
し上げます。
本日の感謝の意の対象は、国内における困難な状況の中で、社会や人々のために尽
くされた方々、そして、海、山、川など自然環境や絶滅危惧種などの希少生物を保護
しようと力を尽くしている方々、及び団体の皆様でございます。
最初は小さな小さな活動だったと思うのですが、それからこの場に立たれるまでの
間、どれほどのご苦労とご努力があったかは想像に難くありません。授賞候補にあが
る案件がすべてそういうものですから、選考には大変に苦労いたしました。それでも
皆で真剣に51件を選びまして、ここにいらして頂いた次第でございます。
社会に貢献するという活動は、何よりも長く続けることが難しいと思われます。途
中でやめていく人たちを前にして、気持ちが萎えてしまうことも多々あっただろうと
思います。また活動をしていますと、必ずと言っていいほど、売名行為だとか、裏で
甘い汁を吸っているのだろうとか、そういうことを言う人たちが出てくるものでござ
います。このいわれのない風評にも萎えることがおありになったかと思います。でも、
長く地道に続けていますと、周囲はやがてわかってくるものです。そして、「手伝お
うか？」と言ってくれたりもするものです。
わたくしは、母校の東北大学の相撲部の監督を務めておりますが、就任いたしまし
た10年前は、部員が４名しかおりませんでした。潰されるのを待っているような状況
だったのです。４人がわたくしに監督になってほしいと言ってきまして、わたくしは
引き受けました。その際、４人に「必ず、ひとり３人ずつ入部候補者を捕まえて来る
こと」と厳命しました。「義理でもいい、身体なんか小さくてもいい、ちゃんこで釣っ
てもいい、なんでもいいから道場にひとり３人ずつ連れてきなさい」と言ったのです。
そうしましたら、横綱朝青龍と喧嘩したわたくしを、部員たちは怖がったのか一生懸
命人を集めました。そして、本当に計12人が連れてこられたのです。12人は東北大学
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に入るまで誰も相撲なんかとったこともない学生です。裸にしてまわしを付けさせ
て、裸足で土俵に立たせました。そうしますと、その経験を初めてしたというだけで
ムラムラと内なる男の魂が溢れ出てくるらしいのです。こうして、わずか４名だった
相撲部が最大26名まで膨れ上がり、いまでも国公立ではトップです。ナンバーワンで
す。
それで恐らく皆様がやっていらっしゃる社会貢献というものも、一度手伝ってみる
と「わたしにこんなことが出来るのだ」とか、ムクムクと内なる人間魂が溢れてくる
ものではないかと思います。非常に大変だと思いますけれども、どうぞ臆することな
く支援の輪を広げることにも努めていただきたいと、願っております。
最後に一つだけお願いがございます。それは本日の副賞なのですけれども、この副
賞のお金はぜひ個人やご家族、関係者、グループの皆様でお好きなようにお使いいた
だきたいということです。
これは、元選考委員長の曽野綾子さんが必ず仰っていたことなのです。皆様のこと
ですから、このお金は支援のために使わなければ、と思うかもしれません。でもその
必要は無いと曽野さんはいつも仰っていました。欲しかったものを買ったり、みんな
で旅行に出たり、グループで美味しいものを食べたりして、どうぞお好きなようにお
使い頂きたいと思います。それが皆様の明日への活力となるのであれば、財団として
もこれほど嬉しく、力になることはございません。
本日は本当におめでとうございました。そして、ありがとうございました。

� 公益財団法人　社会貢献支援財団
� 表彰選考委員長 内　館　牧　子
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受賞者代表挨拶

一般社団法人日本聴導犬推進協会、常任理事の水越みゆき
と申します。
受賞者を代表いたしまして、ひとことご挨拶とお礼の言葉
を述べたいと思います。
本日は、この晴れやかな席で社会貢献者表彰の栄に浴し、
心より感謝申し上げます。
私たちの団体は「聴導犬」といわれる、耳の聞こえない方、
聞こえにくい方の自立と社会参加の手助けをする身体障がい者補助犬の育成と普及活
動を行っています。
盲導犬や介助犬に比べ、まだまだ認知度は低く、社会での受け入れや支援が進んで
いないのが現状です。
聴導犬は、日常生活で発生する音からもたらされる情報を聞こえない方に伝えると
いうことがお仕事になりまして、安心な生活が出来るようにしてくれています。
例えば、インターホン、目覚まし時計、火災報知器、後ろから来る自転車、車の音、
ユーザーさんを呼ぶ声など、聞こえる私たちが当たり前に聞いて判断し行動するよう
に、聞こえない方も聴導犬のサポートを受けながら判断し行動ができるようにしてく
れるのです。
本日、会場に実際に働いている聴導犬レオンとそのユーザーさんに来ていただきま
した。そして、私の足元には来年から聴導犬として仕事を始める候補犬のアーミが来
ています。
ここで、簡単ではございますが、この機会に皆様に聴導犬の事を知っていただきた
いと思いますので、どのように音を知らせてくれるのか、実際にアーミに行ってもら
いたいと思います。

（デモンストレーション）
今日持ってきましたのは、キッチンタイマーです。タイマーの時間をセットして、
音が鳴った時に伝えてくれるというのが聴導犬のお仕事ですので、やってもらい
たいと思います。
今セットしました。ちょっと離れていますね。音が鳴っても聞こえない方はわか
りません。
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まず音が鳴りましたので、見に行きました。そして
戻ってきて、いまタッチしています。
それで、どこですか？と聞きます。そうすると音の
鳴っている方へ、器械の方へ案内してくれて、これだ
よと鼻でツンツンとタッチしてくれています。この音
が鳴るものを見てくれることで、聞こえない方は「こ
の器械から音が鳴っている」と知ることが出来るとい
うことです。このような形で音を知らせる仕事をして
くれます。

音を知らせること以外にも、「聴導犬」と書かれたケープを身に付けて社会参加し
ておりますので、周りから見て分かりにくい「耳が聞こえない」という障がいを、見
える障がいに替えてくれることで、周りの人から手助けが受けられるという効果もあ
ります。そのような役割も担いながらこの聴導犬たちはユーザーさんと共に生活をし
ています。
現在、聴導犬は日本全国で64頭（平成29年１月時点で67頭）しかおりません。盲導
犬が950頭近くいるのに対し、まだまだ数が少ないということは、認知度も低いとい
うことになります。私たちは一頭でも多くの聴導犬を、耳の聞こえない方にお渡しし、
そしてたくさんの方に聴導犬を知っていただくことで、聴導犬と聴覚障がい者が社会
に出やすい環境づくりをしてゆくこと、そして、全ての人と動物が共生していける社
会を目指してこれからも活動を続けて参りたいと思っています。
本日は、この様な晴れやかな席で聴導犬のご紹介をさせていただき、ありがとうご
ざいました。

� 一般社団法人　日本聴導犬推進協会
� 常任理事 水　越　みゆき
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来賓祝辞・乾杯のご発声

ご紹介賜りました日本財団の笹川でございます。本日、長
年のご苦労が評価されて表彰されました皆様方に、心からお
祝いと感謝を申し上げたいと思います。
私は今まで世界128ヵ国も旅を続けておりますが、社会が
安定し、美しい国土の中で生活をしている日本人というの
は、世界一恵まれた国民だと思っています。講演会などでは
よく「どこの国が一番いいでしょうか？」と聞かれますが、
私の答えは「日本」以外ありません。それは、長い間培われた日本人の、難しい言葉
で申せば惻隠の情とでもいうのでしょうか。人を思いやり人に対して優しく接する
心。そういうDNAを持ち合わせている日本人の中でも、特に今日表彰された皆様方
は、思いを寄せるだけでなく行動に移していらっしゃる。このような皆様方のお陰で、
日本という国が穏やかな国民性を持って生活出来ているのではないかと思っておりま
す。
日本政府も、皆様方が今おやりになっているようなことに対してさまざまな手当を
しようと努力していることはご承知の通りです。しかし、隅々まで行政が手を差し伸
べるということは不可能です。そこを皆様方がグラスルーツから行動を起こしていく
ことによって、行政が気付かないところに気付き、行政はそれを政策に反映していく
という形になるわけでして、皆様方が行っている人知れずご苦労を伴った困難な活動
は、必ずや国レベルでも理解され、更に優れた国家を形成するために役立つものと確
信しております。
日本は少子高齢化で、日本の先行きはどうなるのかと心配されている方が識者の中
にも沢山いらっしゃいますが、日本はその程度のものではありません。長い間の日本
民族の歴史の中で、たゆまず努力を続けてきました。
日本は世界一の災害の国です。ニューヨークやロンドンやパリには地震が起こる可
能性はゼロです。日本には地震のプレートが四つもあり、台風があり、常に災害に苦
しめられてきた歴史がありますが、その災害を糧としてすぐに復旧し、更により良い
地域づくりをしてきました。江戸時代、東京は木造建築でした。少し風が吹きますと
大火になりますが、三日もたたずして新しい家の槌音が聞こえるということが、当時
日本にいた外国人にとって脅威に感じられたという記録がたくさん残されています。
日本人はそのような困難から立ち直る素晴らしい復元力をもった国民であると思われ
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ていたわけで、実際にそうでございました。
今の日本の様々な社会課題の解決については、既にもう皆様方がおやりくださって
います。この日本国という大きな船の復元力の原動力を、既に皆様方が示してくだ
さっているのです。これを更に広げることによって、新しい素晴らしい日本の社会を
確立し、日本国が更に世界から尊敬され評価される、そういう国になることは間違い
がないと私は確信しております。
先般、私どもは「ソーシャルイノベーションフォーラム」というシンポジウムを行
いました。社会課題をいかにして解決するかについて30ほどの様々なセッションを行
いましたが、そこに参加した人の大多数は20代、30代の青年でした。皆立派な職業に
ついていましたが、一流企業で働いている自分の生き様を考えた時、「この仕事が何
になるのだろう。もう少し社会のために目に見える形で働いてみたい」ということで、
多くの優秀な青年が会社を退職して社会のために働きたいと集まって下さいました。
こういう方々は、必ずや皆様方のなされてきた仕事に刺激を受けて、グラスルーツか
ら日本を変革していこうという大きな波を起こしてくれると期待しています。そして
私たち日本財団は、皆様方と共に汗をかき、素晴らしい、そして世界から尊敬される
日本国を作っていきたいと願っています。
社会貢献支援財団の安倍会長は、単にお飾りの会長ではありません。先ほどご覧い
ただいたビデオのように、表彰された方々の活動を実際の目でご覧になり、外国の方
を表彰するについては、現地を訪れてご自分の目で確かめて表彰されています。です
から、今日表彰された方には誇りを持っていただくと同時に仲間を広げて頂き、グラ
スルーツから日本の社会変革、より良い日本、世界に誇れる日本を創るための礎とし
てご活躍されることを、心からお願い申し上げたいと思います。
本当におめでとうございました。
皆様方のご活躍をさらに広げて頂くことを願い、多くのご参会の皆様方のご健康、
ご長寿を祈念し、ここにお集まりいただいた皆様が一つの核になり新しい日本の社会
を創るための礎になることをお互い心に誓い会い、乾杯しましょう。
乾杯！

� 公益財団法人　日本財団
� 会　長 　笹　川　陽　平


